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　決算とは、町税や国県補助金などの収入が「どのくらい入り」、行政運営に必要な支出として「どのように活か
されたか」を一般会計、特別会計、事業会計ごとにまとめたものです。

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総

額
は
２
１
２
億
５
，６
２
４
万
４
千

円
で
、前
年
度
よ
り
１
億
８
，７
８
２

万
９
千
円
の
増
加
、
歳
出
総
額
は

２
０
４
億
４
，１
２
６
万
２
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
４
億
１
，２
３
６
万
７

千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し

引
い
た
収
支
は
、
８
億
１
，４
９
８
万

【
歳
入
】

　

町
税
が
町
民
税
の
減
に
よ

り
、
１
，４
３
０
万
５
千
円
の

減
少（
0
．6
％
減
）と
な
り
ま

し
た
。

　

国
庫
支
出
金
が
地
域
の
元

気
臨
時
交
付
金
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
、
学
校
施
設

環
境
改
善
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
た
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

３
億
６
，３
１
６
万
４
千
円

の
増
加
（
50
．9
％
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

町
債
が
前
年
度
で
織
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
の
完
了
や
臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
減
な
ど
に
よ
り
、

５
億
７
６
０
万
円
の
減
少

（
49
．0
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

普
通
建
設
事
業
費
が
町
道

の
整
備
や
小
中
学
校
の
空
調

設
備
整
備
・
ト
イ
レ
改
修
な

ど
を
実
施
し
た
も
の
の
、
前

年
度
で
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
が
完
了
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
１
億

２
，６
７
９
万
１
千
円
の
減
少

（
7
．0
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

繰
出
金
が
宅
地
造
成
事
業

特
別
会
計
の
町
債
（
借
金
）
の

繰
上
償
還
へ
の
繰
出
な
ど
に

よ
り
、
１
億
１
，１
３
１
万
円

の
増
加
（
6
．9
％
増)

と
な

り
ま
し
た
。

２
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
が
１
３
６

億
５
，１
２
７
万
１
千
円
で
、
前
年

度
よ
り
１
億
４
，９
３
１
万
５
千

円
の
減
少（
1
．1
％
減
）、
歳
出
が

１
２
７
億
７
，０
２
５
万
９
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
５
，７
７
６
万
２
千
円

の
増
加（
0
．5
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

決算報告わたしたちのまちのわたしたちのまちの
平成２5年度

決
算
規
模

一
般
会
計
決
算

町
債（
借
金
）と
基
金（
貯
金
）の
現
在
高

（単位：千円）

会　　　　　計
歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出

差引残額
（A) ー (B)(A) 対前年度比

(%) （B) 対前年度比
(%)

一　般　会　計 13,651,271 ▲ 1.1 12,770,259 0.5 881,012

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 2,433,440 4.7 2,308,334 3.7 125,106

介 護 保 険 事 業 2,287,681 1.4 2,262,011 0.9 25,670

後期高齢者医療事業 233,861 1.4 231,893 0.8 1,968

簡 易 水 道 事 業 450,966 13.7 447,317 14.3 3,649

公 共 下 水 道 事 業 988,237 5.0 980,791 5.0 7,446

集 落 排 水 事 業 360,503 ▲ 0.6 358,710 ▲ 0.2 1,793

温 泉 事 業 17,561 ▲ 45.0 15,889 ▲ 46.7 1,672

農林漁業体験実習館事業 27,622 4.3 27,622 4.3 0

宅 地 造 成 事 業 92,530 ▲ 3.5 92,530 ▲ 3.5 0

土 地 区 画 整 理 事 業 16,543 皆増 2,803 皆増 13,740

事
業
会
計

上水道事業
収益的収支 282,585 0.5 282,047 0.4 538

資本的収支 21,904 380.0 147,280 23.8 ▲ 125,376

国民健康保
険病院事業

収益的収支 286,503 ▲5.2 278,946 ▲ 9.3 7,557

資本的収支 105,037 732.0 234,830 210.9 ▲ 129,793

合　　　　　計 21,256,244 0.9 20,441,262 2.1 814,982

歳  入
136億5,127万1千円

歳  入
136億5,127万1千円

一般会計一般会計

町税
22億9,941万3千円
（16.8%）

町税
22億9,941万3千円
（16.8%）

自主財源
41億8,899万1千円
（30.7%）

自主財源
41億8,899万1千円
（30.7%）

依存財源
94億6,228万円
（69.3%）

依存財源
94億6,228万円
（69.3%）

地方交付税
64億5,041万3千円
（47.2%）

地方交付税
64億5,041万3千円
（47.2%）

繰越金
10億8,808万9千円（8.0%）
繰越金
10億8,808万9千円（8.0%）

分担金及び負担金
3億5,180万3千円（2.6%）
分担金及び負担金
3億5,180万3千円（2.6%）

繰入金
5,893万6千円（0.4%）
繰入金
5,893万6千円（0.4%）

諸収入
2億310万1千円（1.5%）
諸収入
2億310万1千円（1.5%）

使用料及び手数料
8,521万7千円（0.6%）
使用料及び手数料
8,521万7千円（0.6%）

財産収入  1億90万2千円（0.8%）財産収入  1億90万2千円（0.8%）

寄附金  153万円（0.0%）寄附金  153万円（0.0%）

地方譲与税
1億1,342万7千円（0.8%）
地方譲与税
1億1,342万7千円（0.8%）

地方消費税交付金
1億9,319万7千円（1.4%）
地方消費税交付金
1億9,319万7千円（1.4%）

交通安全対策特別交付金
187万5千円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金
1,764万6千円（0.1%）
配当割交付金
1,120万2千円（0.1%）
地方特例交付金
762万1千円（0.1%）
利子割交付金
686万5千円（0.1%）
自動車取得税交付金
3,386万8千円（0.2%）

交通安全対策特別交付金
187万5千円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金
1,764万6千円（0.1%）
配当割交付金
1,120万2千円（0.1%）
地方特例交付金
762万1千円（0.1%）
利子割交付金
686万5千円（0.1%）
自動車取得税交付金
3,386万8千円（0.2%）

国庫支出金
10億7,605万5千円

（7.9%）

国庫支出金
10億7,605万5千円

（7.9%）
県支出金

10億2,171万1千円
（7.5%）

県支出金
10億2,171万1千円

（7.5%）町債
5億2,840万円
（3.9%）

町債
5億2,840万円
（3.9%）

歳  出
127億7,025万9千円

歳  出
127億7,025万9千円

一般会計一般会計

人件費
19億9,870万9千円
（15.6%）

人件費
19億9,870万9千円
（15.6%）

扶助費
17億1,508万6千円
（13.4%）

扶助費
17億1,508万6千円
（13.4%）

公債費
18億794万4千円
（14.2%）

公債費
18億794万4千円
（14.2%）

義務的経費
55億2,173万9千円
（43.2%）

義務的経費
55億2,173万9千円
（43.2%）

投資的経費
18億162万8千円
（14.1%）

投資的経費
18億162万8千円
（14.1%）

その他の経費
54億4,689万2千円
（42.7%）

その他の経費
54億4,689万2千円
（42.7%）

補助費等
16億6,409万5千円
（13.0%）

補助費等
16億6,409万5千円
（13.0%）

繰出金
17億2,997万円
（13.6%）

繰出金
17億2,997万円
（13.6%）

普通建設事業費
16億8,418万7千円
（13.2%）

普通建設事業費
16億8,418万7千円
（13.2%）

物件費
14億1,131万8千円
（11.1%）

物件費
14億1,131万8千円
（11.1%）

災害復旧費
1億1,744万1千円（0.9%）
災害復旧費
1億1,744万1千円（0.9%）

維持補修費
1億3,266万5千円
（1.0%）

維持補修費
1億3,266万5千円
（1.0%）

積立金
4億6,724万4千円
（3.7%）

積立金
4億6,724万4千円
（3.7%）

貸付金
4,160万円（0.3%）
貸付金
4,160万円（0.3%）

越前さんの家計簿
　平成25年度一般会計決算の歳入と歳出を1,000分の1にし、
「越前さん」の1年間の家計に置き換えてみました。

①給料 230万円
・ 町税（町民税や固定資産税など、皆さんから納められ
た税金）

①生活費 507万円
・ 人件費（委員報酬や職員給与）
・ 物件費（町の施設の管理費や事業の委託料）
・ 補助費等（団体などに対する負担金や補助金）

③貯金の取崩し 6万円
・ 繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩しや
特別会計・事業会計から受け入れるお金）

③借金の返済金 181万円
・ 公債費（町債の元金・利子の支払いのお金）

⑤修繕費 13万円
・ 維持補修費（町の施設の修繕のお金）

⑦貯金 47万円
・ 積立金（基金に積み立てるお金）

⑧知人への貸付金 4万円
・ 貸付金（団体などに貸し付けるお金）

④前年度の残金 109万円
・ 繰越金（前年度決算からの繰越金）

④家の新・増築や車の購入費 180万円
・ 普通建設事業費（町の施設や道路などの新設・改良や
設備の購入のお金）
・ 災害復旧費（被災した農業施設や道路などの復旧のお金）

小計（A）　自主財源 419万円

小計（B）　依存財源 946万円

収入合計 （A）＋（B） 1 ,365万円 支出合計 1,277万円

②財産・臨時収入 74万円
・ 使用料（町の施設や設備の利用料）
・ 負担金（町の事業で利便を受ける人が負担するお金）
・ 諸収入（貸付金の元利収入や団体・個人からの雑収入）
・ 財産収入（町の土地などを売却したお金）
・ 寄附金（団体・個人から寄附されるお金）

②医療費 172万円
・ 扶助費（子どもや高齢者､障がい者の福祉などのお金）

⑤支援金 893万円
・ 地方交付税（国から交付されるお金）
・ 国 ･ 県からの補助金（法律などによる交付金や事業実
施に対する補助金）

⑥子どもへの仕送り 173万円
・ 繰出金（特別会計や事業会計に支出するお金）

⑥借入れ 53万円
・ 町債（銀行などからの借金）

（百万円）

平成17年度末 平成18年度末 平成19年度末 平成20年度末 平成21年度末 平成23年度末平成22年度末 平成25年度末平成24年度末

町債現在高 基金現在高

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000 36,51136,511

7,0097,009 5,7365,736 4,6924,692 4,4924,492 4,7324,732 4,5134,513 4,9654,965 5,2915,291

5,4465,446

35,46135,461 33,09933,099 32,06132,061 30,35430,354 28,10428,104 26,07526,075 24,61824,618

22,54422,544

合併後8年間で
約139億円
減少

町民1人当たりの現在高

町債 約97万円
基金 約23万円

　

平
成
25
年
度
末
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
を

合
わ
せ
た
町
債
（
借
金
）
の
現

在
高
は
２
２
５
億
４
，４
３
８

万
２
千
円
で
前
年
度
よ
り

20
億
７
，３
４
４
万
円
の
減
少
、

基
金（
貯
金
）の
現
在
高
は
54
億

４
，６
２
１
万
６
千
円
で
前
年

度
よ
り
１
億
５
，５
３
８
万

８
千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
総
合
振
興
計
画

で
定
め
た
平
成
27
年
度
末
の

町
債
の
現
在
高
２
０
０
億
円

を
目
指
し
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
ま
す
。

※
町
民
１
人
当
た
り
の
現
在

高
は
、
平
成
25
年
度
末
の

町
債
（
借
金
）
と
基
金
（
貯

金
）
の
現
在
高
を
同
年
度

末
の
住
民
基
本
台
帳
人
口

２
３
，２
０
８
人
で
割
っ
た

金
額
で
す
。

（　）は構成比



臨時福祉給付金の申請はお済みですか？（詳しくは13ページへ）子育て世帯臨時特例給付金の申請はお済みですか？（詳しくは13ページへ）
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平成25年度に実施した主な事業

快
適
快
適
でで
安
全
安
全
にに
住住
め
る
ま
ち
づ
く
り

め
る
ま
ち
づ
く
り

元
気
元
気
でで
活
力
活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

個
性
豊

個
性
豊
か
で
か
で
誇誇
り
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

り
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

人人
がが
輝輝
きき
交
流
交
流
でで
満満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

道
路
網
の
整
備

●
安
全
な
交
通
の
確
保

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
活
用
し
、
福
井
線
な
ど
の
歩

道
整
備
、
北
乙
坂
線
な
ど
の
路

面
舗
装
、宮
前
線
・
馬
場
高
橋
線

な
ど
の
消
雪
設
備
整
備
を
実
施

２
億
２
，７
６
１
万
２
千
円

下
水
道
の
整
備

●
下
水
道
施
設
の
統
合

　

宮
崎
東
部
（
八
田
・
陶
の
谷
）

処
理
区
と
上
戸
処
理
区
を
公
共

下
水
道（
朝
日
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

汚
水
処
理
）
に
つ
な
ぐ
管
路
を

布
設 

３
，１
４
３
万
４
千
円

農
業
の
振
興

●
農
業
施
設
の
整
備

　

上
川
去
、気
比
庄
、田
中
で
暗

渠
排
水
や
用
排
水
路
改
修
を
実

施 

５
，６
５
３
万
８
千
円

●
米
の
品
質
向
上

　

品
質
や
食
味
値
な
ど
に
よ
り

区
分
集
荷
し
た
米
を
効
率
的
に

出
荷
す
る
た
め
、
朝
日
東
部
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
横
の
集
出
荷
貯

蔵
施
設（
ラ
ッ
ク
倉
庫
）の
整
備

費
を
補
助

１
億
４
，６
２
６
万
３
千
円

林
業
の
振
興

●
森
林
の
適
正
な
管
理

　

森
林
施
業
の
た
め
の
現
況
調

査
費
や
造
林
、除
間
伐
、作
業
路

な
ど
の
整
備
費
を
補
助

９
８
２
万
９
千
円

観
光
産
業
の
活
性
化

●
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ

　

県
内
外
へ
の
出
向
宣
伝
を
実
施

　

観
光
Ｐ
Ｒ
・
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
、
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

に
配
置 

１
，２
５
５
万
６
千
円

循
環
型
社
会
の
形
成

●
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　

住
宅
の
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
費
を
補
助

１
０
６
万
４
千
円

町
民
と
協
働
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

●
集
落
振
興
の
支
援

　

地
域
の
課
題
を
掘
り
起
し
、活

性
化
を
図
る
担
い
手
と
し
て
活

動
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

雇
用

　

高
齢
化
が
進
む
集
落
の
維
持
・

活
性
化
を
支
援
す
る
集
落
支
援

員
を
配
置 

４
８
０
万
１
千
円

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
拠

点
の
整
備

　

旧
武
生
公
共
職
業
安
定
所
朝

日
出
張
所
を
朝
日
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備

２
，４
４
９
万
６
千
円

保
健
事
業
の
推
進

●
予
防
接
種
の
奨
励

　

乳
幼
児
の
感
染
症
や
高
齢
者

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
を
予
防

す
る
た
め
、予
防
接
種
を
実
施

　

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発

生
を
予
防
す
る
た
め
、
風
し
ん

予
防
接
種
費
用
を
助
成

 

３
，６
７
４
万
円

子
育
て
・
少
子
化
対
策
の
充
実

●
子
育
て
の
支
援

　

助
成
対
象
者
を
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
全
員
に
拡
充
し
、
子

ど
も
医
療
費
を
助
成

４
，６
８
５
万
８
千
円

●
不
妊
治
療
対
策
の
推
進

　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
不
妊

治
療
費
を
補
助２

６
４
万
４
千
円

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
組

織
の
ス
リ
ム
化

●
公
共
施
設
の
合
理
化

　

旧
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
取
り
壊
し
、跡
地
を
整
備

５
，４
６
２
万
円

●
電
子
自
治
体
の
構
築

　

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
整
備

し
、電
子
入
札
を
導
入

９
１
１
万
５
千
円

防
災
・
救
急
体
制
の
充
実

●
避
難
所
の
充
実

　

拠
点
避
難
施
設
と
な
る
朝
日

・
常
磐
・
糸
生
小
学
校
に
防
災

備
蓄
倉
庫
を
整
備

４
２
５
万
２
千
円

防
犯
対
策
の
強
化

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
設
置
支
援

　

区
が
管
理
す
る
既
存
防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の
取
替
費

を
補
助 

４
５
９
万
１
千
円

水
産
業
の
振
興

●
水
産
環
境
の
整
備

　

漁
業
に
関
す
る
普
及
啓
発
活

動
を
行
う
町
産
地
協
議
会
の
活

動
を
支
援

　

厨
・
米
ノ
地
区
の
漁
業
用
作

業
保
管
施
設
の
整
備
費
を
補
助

４
，３
０
９
万
３
千
円

●
観
光
客
の
誘
客
促
進

　

冬
の
カ
ニ
・
水
仙
シ
ー
ズ
ン

中
に
Ｊ
Ｒ
敦
賀
駅
と
越
前
海
岸

間
の
バ
ス
を
運
行

　

越
前
か
に
ま
つ
り
や
越
前
さ

か
な
ま
つ
り
な
ど
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
費
を
補
助

１
，５
０
７
万
円

●
観
光
客
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
・

露
天
風
呂
「
漁
火
」・
越
前
が
に

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
３
施
設
を
中

心
と
す
る
エ
リ
ア
に
道
の
駅

「
越
前
」
を
整
備
す
る
た
め
の
設

計
を
実
施

 

６
７
６
万
２
千
円

●
地
区
集
会
施
設
の
整
備
支
援

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
活
用
し
、

金
谷
区
集
会
施
設
の
建
設
費
を

補
助 

２
，２
６
０
万
円

学
校
教
育
環
境
の
充
実

●
学
校
空
調
設
備
・
ト
イ
レ
の

整
備

　

町
内
す
べ
て
の
小
学
校
の
４

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
教
室

に
空
調
設
備
を
整
備

　

朝
日
・
常
磐
・
糸
生
・
城
崎
・

萩
野
小
学
校
と
宮
崎
・
織
田
中

学
校
の
校
舎
ト
イ
レ
を
洋
式
化

と
乾
式
化
に
改
修

２
億
２
，１
５
６
万
１
千
円

LED防犯灯
（気比庄地区）

住宅屋根に設置された太陽光発電設備

住民が参加し空き家利用につ
いて話し合うワークショップ

避難物資を備えた
防災備蓄倉庫（朝日小学校）

整備した作業路による森林施業

洋式化された校舎トイレ
（城崎小学校）

公共下水道につなぐ管路の布設

漁港の衛生環境の向上にも繋がる漁業用作業
保管施設

水量を適正に管理するための暗渠排水

県外での出向宣伝

多くの人で賑わう越前さかなまつり

地区住民の交流拠点となる
金谷すみよし会館

消雪設備が整備された町道
（西田中地区）

朝日コミュニティセンター

乳幼児の予防接種（織田病院）

健
康
健
康
でで
安
心
安
心
し
て
し
て

暮暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

町
民
町
民
にに
開開
か
れ
た

か
れ
た

健
全
行
財
政

健
全
行
財
政
のの

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
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平
成
25
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断

比
率
と
資
金
不
足
比
率
は「
健
全
」

　

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
、
各
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
比
率
に
は
、
早
期
健
全
化
基
準
や
経

営
健
全
化
基
準
が
あ
り
ま
す
。
比
率
の
い
ず

れ
か
が
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
財
政
健
全

化
計
画
や
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
財

政
の
早
期
健
全
化
や
公
営
企
業
の
経
営
健
全

化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の
比
率
が

基
準
を
下
回
り
、
財
政
は
「
健
全
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

比　率　名 平成25年度決算 早期健全化
基準

財政再生
基準

健
全
化
判
断
比
率

実 質
赤 字 比 率 黒　字 13.56% 20.0%

連 結 実 質
赤 字 比 率 黒　字 18.56% 30.0%

実 質
公債費比率 11.5% 25.0% 35.0%

将 来
負 担 比 率 34.0% 350.0%

資金不足比率 資金不足なし 20.0%

Ｑ
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比

率
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
実
質
赤
字
比
率
と
は
、
一
般
会
計
な

ど
で
歳
出
に
対
す
る
歳
入
の
不
足

額
（
赤
字
額
）
が
標
準
財
政
規
模
（
※
）
に
占

め
る
割
合
で
す
。
連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は
、

一
般
会
計
と
す
べ
て
の
特
別
会
計
・
事
業
会

計
の
赤
字
額
の
合
計
額
が
標
準
財
政
規
模
に

占
め
る
割
合
で
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
赤
字
の
程
度
が

大
き
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の
会
計
が

黒
字
と
な
り
、
実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質

赤
字
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
※
） 

町
税
、
普
通
交
付
税
、
譲
与
税
・
交
付

金
な
ど
の
使
途
が
限
定
さ
れ
な
い
通

常
の
年
間
収
入
の
合
計
額

Ｑ
実
質
公
債
費
比
率
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
実
質
公
債
費
比
率
と
は
、
町
債
（
借

金
）
の
返
済
額
な
ど
が
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

　

町
債
（
借
金
）
の
返
済
額
な
ど
に
は
、
上
下

水
道
・
病
院
の
公
営
企
業
会
計
や
、
ご
み
処

理
・
消
防
の
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
町
の

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

負
担
金
の
う
ち
、
そ
れ
ら
団
体
の
借
金
の
返

済
に
充
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
額
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
町
財
政
に
対
す

る
借
金
の
返
済
な
ど
の
負
担
が
大
き
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

Ｑ
越
前
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
借
金
の
繰
り
上

げ
返
済
や
金
利
の
低
い
借
金
へ
の
借

り
換
え
、
事
業
の
計
画
的
な
実
施
に
よ
り
借

金
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成

25
年
度
決
算
で
は
11・５
％
と
な
り
、ピ
ー
ク

時
の
平
成
18
年
度
と
比
べ
13・３
ポ
イ
ン
ト
、

前
年
度
と
比
べ
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま

し
た
。

　

県
内
市
町
の
実
質
公
債
費
比
率
の
平
均
値

は
10・８
％
で
す
の
で
、町
の
実
質
公
債
費
比

率
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
将
来
負
担
比
率
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
将
来
負
担
比
率
と
は
、
将
来
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
質
的
な
負
担

額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
で
す
。

　

将
来
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
質
的

な
負
担
額
は
、次
の
も
の
な
ど
の
合
計
で
す
。

・
町
債（
借
金
）の
残
高

・
上
下
水
道
・
病
院
の
公
営
企
業
会
計
や
ご
み

処
理
・
消
防
の
一
部
事
務
組
合
の
借
金
の
返

済
に
充
て
る
一
般
会
計
の
負
担
見
込
額

・
職
員
の
退
職
手
当
支
給
予
定
額

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
現
在
背
負
っ
て

い
る
借
金
な
ど
が
将
来
、
町
財
政
を
圧
迫
す

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
越
前
町
の
将
来
負
担
比
率
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
将
来
負
担
比
率
は
、
平
成
25
年
度
決

算
で
は
34・０
％
と
な
り
、
平
成
19
年

度
と
比
べ
１
１
７
・
４
ポ
イ
ン
ト
、
前
年
度

と
比
べ
22・６
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　

県
内
市
町
の
将
来
負
担
比
率
の
平
均
値
は

50・０
％
で
す
の
で
、町
の
将
来
負
担
比
率
は

県
内
市
町
平
均
値
よ
り
良
好
と
な
り
ま
し
た
。

将
来
負
担
比
率

（％）（％） 【実質公債費比率の推移】

13.3ポイント
改善

0

6

12

18

24

30

24.224.2
22.522.5

19.719.7

16.416.4
14.014.0

12.712.7 11.811.8

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

11.511.5

24.8

14.414.4 15.215.2
13.813.8 13.913.9 13.513.5 12.812.8 12.112.1 11.311.3 10.810.8

越前町
県内市町平均

わ
た
し
た
ち

わ
た
し
た
ち
のの
ま
ち
ま
ち
のの
財
政
状
況

財
政
状
況

Ｑ
資
金
不
足
比
率
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
資
金
不
足
比
率
と
は
、
上
下
水
道
・

病
院
の
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
、
料

金
収
入
に
対
す
る
手
持
ち
資
金
の
不
足
額
の

割
合
で
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
経
営
の
健
全
性

が
低
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
越
前
町
の
資
金
不
足
比
率
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
平
成
25
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の
公

営
企
業
会
計
で
資
金
不
足
額
が
な

か
っ
た
の
で
、
資
金
不
足
比
率
は
算
定
さ
れ

ま
せ
ん
。

資
金
不
足
比
率

（％）（％） 【将来負担比率の推移】

30
40
50
60
70
80
90
100
110
120
130
140
150
160 151.4151.4

140.5140.5

123.1123.1

95.295.2
81.281.2

56.656.6

119.2119.2

102.5102.5
92.592.5

75.175.1
66.366.3

56.256.2
50.050.0

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

越前町
県内市町平均

県内市町
平均値より
良好

34.034.0

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算
平
成
26
年
度

9
月
補
正
予
算

※特別会計の補正額の内訳… 介護保険事業特別会計557万9千円、簡易水道事業特別会計484万9千円
 公共下水道事業特別会計2,314万円、集落排水事業特別会計253万8千円

※事業会計の補正額の内訳… 上水道事業会計590万円

会　　計 補正前予算額 補　正　額 補正後予算額

一般会計 125億6,844万2千円 9,156万8千円 126億6,001万円

特別会計 67億6,188万7千円 3,610万6千円 67億9,799万3千円

事業会計 12億7,822万3千円 590万円 12億8,412万3千円

合　　計 206億855万2千円 1億3,357万4千円 207億4,212万6千円

◆
朝
日
地
区
統
合
保
育
所
・

朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

旧
朝
日
中
学
校
の
跡
地
に
朝
日
中
央
保
育

所
と
朝
日
北
保
育
所
の
統
合
保
育
所
を
建
設

す
る
た
め
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

朝
日
児
童
館
も
同
跡
地
に
移
転
し
、学
童

保
育
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
兼

ね
備
え
た
朝
日
児
童
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

た
め
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

◆
観
光
客
の
誘
客
促
進

　

道
の
駅「
越
前
」の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、

町
の
観
光
施
設
や
特
産
物
な
ど
の
魅
力
を
紹

介
す
る
Ｐ
Ｒ
番
組
を
制
作
し
放
送
し
ま
す
。

◆
多
世
帯
同
居
の
推
進

　

多
世
帯
同
居
に
つ
な
が
る
持
家
住
宅
の
間

取
変
更
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、設
備
増
設
な

ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
に
対
し
、2
分
の
1

の
補
助
金（
限
度
額
40
万
円
）を
交
付
し
ま
す
。

◆
越
前
焼
の
活
性
化

・
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る

越
前
漆
器
、越
前
和
紙
、越
前
打
刃
物
、越
前

焼
、越
前
箪
笥
の
各
産
地
組
合
と
県
、鯖
江

市
、越
前
市
、越
前
町
が
連
携
し
、伝
統
産
業

の
振
興
を
図
る「
越
前
も
の
づ
く
り
の
里
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。

 

こ
の
協
議
会
で
は
、伝
統
工
芸
職
人
塾
の

開
設
に
よ
る
職
人
の
育
成
や
見
学
可
能
な

工
房
の
案
内
板
の
設
置
な
ど
に
よ
る
販
路

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
越
前
陶
芸
公
園
内
の
陶
房
を
解
体
し
、県

が
行
う
古
民
家
を
活
用
し
た
越
前
古
窯
拠

点
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、用
地
を
整
備

し
ま
す
。

◆
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
の
推
進

　

落
石
な
ど
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、

越
前
地
区（
梅
浦
地
係
）急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

区
域
に
お
い
て
、急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事

を
行
い
ま
す
。

◆
防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備

　

拠
点
避
難
施
設
で
あ
る
朝
日
中
学
校
に
、

消
防
水
防
倉
庫
を
兼
ね
備
え
た
防
災
備
蓄
倉

庫
を
整
備
し
ま
す
。

◆
予
防
接
種
の
推
進

　

10
月
1
日
か
ら
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
と
幼

児
の
水
痘（
水
ぼ
う
そ
う
）の
定
期
接
種
を
行

い
ま
す
。

　

対
象
者
、接
種
回
数
、接
種
費
用
、指
定
医

療
機
関
な
ど
は
、25
ペ
ー
ジ
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実

観
光
の
活
性
化

定
住
の
促
進

伝
統
産
業
の
振
興

災
害
の
予
防

防
災
・
救
急
体
制
の
充
実

保
健
事
業
の
促
進

統合する朝日中央保育所（上）
と朝日北保育所（下）

予　算　規　模

主　な　事　業

補
正
額
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業

会
計
を
合
わ
せ 

1
億
3
千
万
円

　

９
月
補
正
予
算
の
主
要
項
目
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

•
朝
日
地
区
統
合
保
育
所
・
朝
日
児
童
セ
ン

タ
ー
の
整
備
促
進
に
よ
る
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
の
充
実
」

•
越
前
も
の
づ
く
り
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協

議
会
の
活
動
や
、
越
前
古
窯
拠
点
施
設
の

整
備
と
の
連
携
に
よ
る
「
伝
統
産
業
（
越

前
焼
）
の
振
興
」


